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本論文は、シンガポールの高等教育における Sheepskin effect（学位を所持すること

により給与が非連続的に増大すること）の効果を分析することを目的とした。また同時に、

教育のシグナリング理論に基づき学位保持が雇用者への生産性のシグナルとなるなら、受

けた教育の詳細を示す学位のタイトルや卒業コース名にも同様の効果がみられると仮定し、

その分析も行った。本来ミンサー型賃金関数により教育の収益計算を行う場合、賃金は教

育の程度にかかわらず、労働者が教育を受けた年数と労働の経験年数によって一定の割合

で増加すると説明される。しかし、Sheepskin effectを鑑みるならば、学位を取得した年（初・

中等教育ならば卒業した年）に非連続的な賃金の上昇がみられるはずである。そこで、シ

ンガポールの高等教育機関である大学・ポリテクニック・技術教育機関（ITE）の 3機関そ

れぞれの卒業生の月当たり初任給のデータ（コース別）を使用し、重回帰分析を行って賃

金に与える影響を調べた。また、コースに関しては、シンガポール政府が経済発展と結び

付けて重点項目としているエンジニアリングやビジネスコースの変数が、賃金と強い正の

相関を示すとの仮説を立てて分析に臨んだ。 

最初に賃金関数に学位のダミー変数を加えた一般的な Sheepskin effect 分析モデル

の結果を見てみると、大学・ポリテクニックの学位ダミーを含むすべての変数が有意かつ

正の相関を示した。特に大学の学位ダミーは教育年数の変数よりも遥かに高い相関を示し

ており、シンガポールにおいても学位保持が賃金上昇に大きく影響することが認められた。

そこで次に、同じデータを使い、最初のモデルにさらにビジネス・アート・エンジニアリ

ング・サイエンスの 4 つのコースのダミー変数を追加して回帰分析を行った。その結果、

教育年数・学位の変数は最初の分析と同様に正の相関を示したが、コースに関してはエン

ジニアリングを除く全てのコースが負の相関を示し、さらにアート・サイエンスコースに

ついては有意性がみられなかった。しかしながら後者のモデルの方が補正 R
2を含む全体の

分析結果はやや向上したほか、学位ダミーの相関が強まる結果となった。 

以上の結果から、①シンガポールの高等教育修了者の賃金は、大学などより高位

の学位を取得することにより非連続的な上昇を見せる（Sheepskin effect）、②学位に加え卒

業コースを考慮した場合、エンジニアリングコースの卒業生のみより高い賃金が期待でき

ることが言える。エンジニアリングコースとビジネスコースにおける真逆の相関の結果は、

エンジニアリングという専門技術や知識を持った労働力が市場で歓迎されていることを示

す一方で、同様に教育政策で重視されているはずのビジネス関連コースでは労働市場の需

要とのミスマッチが起こっている可能性も示唆している。ただし、ビジネスコースは会計

といった特定の職業と直結したものから観光サービスなどの幅広い分野に分かれており、

コース内の特色のばらつきなどは考慮の余地がある。 
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